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京都精神保健福祉士協会 

 きょうと通信     NO．3５ 
2005年４月 

事務局：医療法人高木神経科医院デイケアおいけ内 

                         〒604-0 845 京都市中京区烏丸御池上ル都ビル２階 

                       TEL 075(222)0452 FAX 075(222)1052 

                        ｅ‐mail kyo‐psw＠mbox.kyoto‐inet.or.jp 

2005年度総会および記念講演会のご案内 

 
日  時  2005年6月4日（土） 

午後 13：30～15：30  記念講演 

          15：45～16：45  総  会  

会  場  京都市職員厚生会館「かもがわ」 

京都市中京区土手町夷川上ル末丸町284  Tel 075-256-1307 

 

記念講演  テーマ 「変革の時代における精神保健福祉士 

～アイデンティティの明確化に向けて～」 

   講 師  柏木 昭（かしわぎ あきら）氏  

聖学院総合研究所・日本精神保健福祉士協会名誉会長 

 

 

 

３月例会の報告 

 

日 時   2005年3月5日（土）14:00～17:00 

会 場   京都府職員福利厚生センター第1会議室 

テーマ   作ろう！明日から使える連携実践ガイド 

講 師   岡田 まり 氏（立命館大学） 

亀海  聡 氏（第二北山病院） 

      熊取谷 晶 氏（山城南保健所） 

参加者   ２７名 
 

 

3月例会では「連携」パート 2として、岡田まり氏（立命館大学）を講師にお迎えしレクチャーをして
いただきました。ここではまず、連携の定義・あり方・体制など基本的な説明をしていただき、参加者の

認識を統一、その上で連携のプロセス・促進・阻害要因・必要な知識・技能・態度について詳しく教えて

いただきました。 
 また、熊取谷 晶氏（山城南保健所）、亀海 聡氏（第二北山病院）から連携の実践について報告してい

ただきました。  
後半では医療機関・作業所関係・行政関係に区分した 6グループでグループワークを実施しました。グ
ループワークでは「連携に関して①ぶつかっていること②工夫していること③教えてほしいこと」がテー

マに設定されました。日々現場で直面している問題や悩みが次々と出てきましたが、レクチャーで共通認 
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識を得たあとの話し合いだったため整理しやすかったのではないかと思います。グループワークの中で理

解できた事、できなかった事、いろいろあったと思いますが悩みを打ち明けて聞いてもらえる、共感でき

る場となったのではないでしょうか？ 

感 想 

西京地域生活支援センター   倉田 由樹子 
 日々の業務の中で連携の重要性を考えさせられることが多く、今回の例会に参加しました。例会では、

岡田先生による講義、現場のPSWからの発表、その後グループでディスカッションをしました。連携に関

して、理論から現場での取り組みまで幅広い内容でした。簡潔にまとめることは難しいですが、日常の業

務への振り返り・参考になると感じた点を紹介したいと思います。 

連携は、利用者さんのニーズに応えるためのものです。一つの機関でニーズに応えられない時、利用者

さんを機関に合わせるのではなく、ニーズを満たす資源を紹介します。これが連携のスタートです。より

良い連携に必要なことは、パートナーとしての信頼関係、それぞれの役割が明確で対等な関係作りです。 

 この一文より思い出されるのは、私達PSWと利用者さんとの関係です。一方的に伝えようとしたり、必

要以上に期待することなく、受容と傾聴、欠点ではなく良いところを探す心がけです。そのような姿勢を

心掛けることで、お互いに役に立つ存在だと思える関係を築き、維持していくことにつながるのではない

でしょうか。 

せせらぎ福祉作業所 西村 典子 
 「連携」これは自分の中でも、とても大事なことであり、とても重要なことである。というのは十分に

理解しているつもりでした。しかし、今回この会に参加させていただいて、言葉として理解していただけ

で実際は全く実践できていないという事に気づき自分自身に愕然としてしまいました。それと同時に「こ

のままではいけない、すぐ実践しなければ」と思ったので、自分自身はもちろんのこと、現在私が関わら

せていただいている方々の為にも有意義なものとなりました。 

「連携」をとる中で、やはり一番大切な“信頼関係”を作ること、これは大変難しい事だと実感していま

す。毎日の努力、日々の積み重ねこそが、これを形成していくものですが、形成されなければ仕事にも影

響を及ぼします。しかし、一度形成された後であってもこれを維持していくのは、また困難なことです。

今回改めてことの重要性を実感できたので、これからは、初心を忘れずに日々努力していこうと思います。 

 

 

リレー職場紹介 

パレットハウス共同作業所 狩俣 智美 
 パレットハウスは地下鉄東西線 京都市役所前から歩いて10分、地下鉄烏丸線 丸太町からも15分の

便利なところにあります。 

 パレットハウスは、青年の自立支援を目的とし、社会的ひきこもり・病気によるひきこもりの方を対象

にしています。精神障害者共同作業所としての枠ですが、作業だけにとらわれる施設ではなく、日々のプ

ログラムは利用者と共に考え、なるべく利用者の意見を取り入れながら、プログラムの内容もカラオケ活

動やボーリング、たこ焼きづくり、みどりクラブのボランティアなどと多彩です。 

 スタッフは4名と小所帯ですが、利用者個々の悩み・課題をしっかり聞き、それについて4名のスタッ

フで、そして時には専門家の助言を受けながら検討を重ね、その個人のペースにあった支援をするように

心掛けています。 

 私は、パレットハウスに勤務して6ヶ月ですが、メール・手紙支援を中心に利用者の方々と接していま

す。お会いしたこともない利用者に対して、どこまで踏み込んでいいのか、文章表現の難しさを感じつつ

試行錯誤しています。 

 個々に対して、丁寧に関わって関係を築いていくことをまず大切にしなければならない。それはとても

時間がかかるがそれを通し基盤となる価値観を自分の中で培っていきたいと思います。 

 今日・明日ではなく、もっと先を見通して今後、自分がどのようなワーカーを目指すのかといったビジ

ョンを持って日々仕事をしていきたいと思います。 
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掲示板 

■ 「障害者自立支援法」を考えるみんなのフォーラム～どうなるどうすべきわたしたちの明日～ 

    開催日  ５月12日（木）１０：００～   参加費無料 

   会 場  日比谷公会堂・日比谷野外音楽堂 

      主催・問合せ  日本障害者協議会：5.12フォーラム事務局  

Tel 03-5287-2346  Fax 03-5287-2347 

e-mail office@jdnet.gr.jp http://www.jdnet.gr.jp

 

■ 「障害者自立支援法の課題」 ～地域での暮らしを支える立場から、この改革を問う～ 

   開催日  ５月14日（土）１３：３０～  参加費300円 

   会 場  ひと・まち交流館 京都 

   講 演  「障害者自立支援法の課題」 柴田 洋弥氏（日本知的障害者福祉協会政策委員長） 

   発題報告 京都市保健福祉局保健福祉部障害保健福祉課長 中田 泰司 氏 

        デイサービス事業者  レスピラール花の駅・べテスタの家 

   主 催  京都障害者デイサービス連絡協議会 

   問合せ  社福）世光福祉会 障害者デイサービス べテスタの家 Tel＆Fax 075-602-1724 

 

■ 「『応益負担』に反対する大集会」  

    開催日  5月22日（日）１４：００～１６：３０   

    会 場  京都テルサ大ホール 

    主 催  「「応益負担」に反対する大集会」実行委員会Tel＆Fax 075-465-4310  

           〒603-8324 北区北野紅梅町８５ 京都障害者の生活と権利を守る連絡会   

             

■ ウィメンズカウンセリング京都 春講座の案内 

  「自分を好きになる講座」 ５月９日スタート毎週月曜日（5/9～6/27）19：00～21：00 

「自己主張トレーニング」 ５月25日スタート毎週水曜日（5/25～7/13）10：30～12：30 

  「フェミニストカウンセリング講座（春期）」 －『フェミニズムはみんなのもの』を読む 

      6月3日スタート毎週金曜日（全8回 7/1は休み） 19：00～21：00 

     全講座とも8回・受講料 16,800円  

 【申し込み・問合せ】ウィメンズカウンセリング京都  Tel 075-222-2133 Fax 075-222-1822 

                       http://web.kyoto-inet.or.jp/org/w-c-k    

                    

■ 京都市洛西ふれあいの里保養研修センター「平成１7年度社会福祉研修」のお知らせ 

   社会福祉援助講座 入門編         申込締切 ５月16日 

第1回 5月18日・6月1日 ９：３０～１６：３０     

対 象  市内社会福祉施設団体の新任職員    受講料 6,000円     

内 容  「社会福祉援助の基本と新任職員の心構え」「対人援助の基本姿勢」   

   社会福祉援助講座 実践編Ⅰ        申込締切 ５月19日  

    開催日  ５月２６日 １０：００～１８：００ 

    対 象  市内社会福祉施設団体職員        受講料 4,000円 

    内 容 「社会福祉援助の本質と事例研究の意義」「有意義なケースカンファレンスの方法」 

   社会福祉施設・団体 新任職員研修会             

   「社会人のマナー/職場におけるコミュニケーション・チームワーク」 申込締切 5月24日   

開催日  ５月３０日 ９：３０～１７：００ 

    対 象  職経験概ね2年未満の方受講料  2,000円          

内 容  職場のマナー・応対の基本マナーなど     

mailto:office@jdnet.gr.jp
http://www.jdnet.gr.jp/
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/w-c-k
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  社会福祉施設・団体 中堅職員研修会 

    「職場の問題解決のためのコミュニケーション・リーダーシップ」 申込締切 ６月22日    

    開催日  ６月27日 ９：４５～１６：４５ 

    対 象  職務経験概ね2年以上で主任・係長等の役職のない方   受講料  3,500円   

内 容  コミュニケーションの基本/職場の問題解決など        

   【申し込み・問合せ】 

京都市洛西ふれあいの里保養研修センター   Tel 075‐333‐4653 Fax 075-333-4664  

     ＊詳細、ほかの研修については http://www.mediawars.ne.jp/fukusi02/kenshu/manabi

 

 ■ 第41回日本精神保健福祉士協会全国大会・第4回日本精神保健福祉学会開催のご案内 

    大会テーマ 「今、ソーシャルワーカーに求められる社会的責務とは」 

～ 幸福（しあわせ）に生きること ～     

     日 程  ６月10日（金）・11日（土）（プレ企画 ６月９日） 申込締切 ５月20日 

     会 場  広島国際会議場・広島全日空ホテル 

                        ＊ 詳細は、ホームページをご覧ください。 

 

事務局から 

● 障害者自立支援法案、利用者負担額を本人収入で検討する方向へ 
－社会保障審議会障害者部会（第 25回）－  日本協会が傍聴の報告をHPに掲載しています。 

http://www.japsw.or.jp/backnumber/news/2005/0426.htm
● 変更届提出のおねがい 

所属、部署、連絡先などに変更がおありの方は、変更届（用紙は会員名簿に添付してあります）

をＦＡＸ、もしくは郵送でご提出ください。 

 ● 退会について 

  退会を希望される方は、退会届（用紙は会員名簿に添付してあります）をご提出ください。総会

（6月4日）後の届出は2005年度の退会となり2005年度会費を納めていただくことになります。 

 ● 年会費納入のおねがい 

  2005 年度年会費（3,000 円）の納入をお願いします。2004 年度分が未納の方はあわせてお納め

ください。２年間会費を滞納されますと退会となりますので、お気をつけください。 

 ● 会員異動 

  古市 智子 さん  退職（京都大学医学部付属病院地域ネットワーク医療部） 

永田 ゑみ子 さん 退職（高木神経科医院デイケアおいけ） 

  高橋 知子 さん  出向 → 京都府 介護保険推進室  

Tel 075－414-4579   Fax 075-414-4572 

   畚野 真木 さん  所属変更 → 稗田病院 〒751-0856 山口県下関市稗田中町8－18 
 ● 退会者   

  内藤 あけみ さん（京あんしんこども館） 

  林  浩子 さん（山科保健所） 

  西川 麻貴 さん（宇治黄檗病院）   

 ● 会員数   

  2005年4月25日現在 220名  

  

編集後記 

不慣れなため、多方面にご迷惑をおかけしましたが、なんとか無事に通信を皆さまにお届けできまし

た。よかったです。 （森廣） 

http://www.mediawars.ne.jp/fukusi02/kenshu/manabi
http://www.japsw.or.jp/backnumber/news/2005/0426.htm

